
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年度 主な事業内容について 
 ★全市図書ボランティア研修会 

（講師をお呼びしての講演会を予定） 

７月 ２日（水）中原市民館 

１月１４日（水）中原市民館 

  ・図書ボランティアを志す読書に関心の 

ある市民も参加できます。 

 

★かわさき読書週間  １０月２６日（日）～１１月８日（土） 
  ・各学校での読書活動の推進 
   ☆ボランティアや図書委員会児童生徒による読み聞かせや全校一斉読書、

また読書集会など、学校の特色を生かした取組をします。 
   ☆市内児童生徒を対象に、読書活動作品（読書標語、本の紹介文、ポスタ

ー）を募集します。 
  ・各区公共図書館での読書イベントの開催（読み聞かせ・おはなし会等） 
  ・読書週間ポスター・チラシ配布 
 
 ★かわさき読書の日のつどい  １１月２日（日）中原市民館 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 ★「川崎フロンターレと本を読もう！」事業 

 ★子ども読書カレンダー配付など・・・ 

他にもたくさんの事業を計画しています。 

読書のまち・かわさき通信 

令和７年度も、「読書のまち・かわさき」の取組への 

ご理解とご協力を、よろしくお願いいたします。 

２０２５年４月 発行 川崎市教育委員会 Ｎｏ.10６ 

 

「読書のまち・かわさき」とは・・・ 

平成１６年４月に「読書のまち・かわさき」子ども読書活動推進計画が策定され、川

崎の読書活動推進のために継続的な事業を展開してきました。今年度も川崎の子どもた

ちの読書環境向上に向けて様々な活動を行っていきたいと考えています。 

・読書活動作品の優秀賞受賞者および 
読書活動優秀団体の表彰。 

・作家を講師に迎えての講演会および児
童生徒との交流会。 

・児童生徒読書活動作品展示などを行い 

ます。 

 



 

 ４月２３日～５月１２日は『こどもの読書週間』 

４月２３日は『子ども読書の日』です 

２０２５年「こどもの読書週間」の標語は、 

「あいことばは ヒ・ラ・ケ・ホ・ン！」です。 

子どもたちにもっと本を、子どもたちにもっと本を

読む場所をとの願いから、「こどもの読書週間」は１９

５９年（昭和３４年）に始まりました。開始当時より、

図書館・書店・学校を中心に、子どもたちに本を手渡す

さまざまな行事が行われています。 

幼少のときから書物に親しみ、読書の喜びや楽しみ

を知り、ものごとを正しく判断する力をつけておくこ

とは、子どもたちが大きく成長していくためにはとて

も大切なことです。「こどもの読書週間」は大人が本を

子どもに手渡す週間でもあります。 

また、子どもに読書を勧めるだけでなく、大人にとっ

ても子どもの読書の大切さを考えるとき、それが「こど

もの読書週間」です。 

＜家庭における読書環境のすすめ＞ 

公益社団法人 読書推進運動協議会では、「こどもの読書週間」のテーマとして『家庭・地域

読書のすすめ』をとりあげ、家庭・地域における、子どもの読書推進に力をそそいでいます。 

家庭における読書環境の整備には、 

①幼児には保護者が本を読んで聞かせてあげる。 

②子どもたちの身近にいつも本を置くことを考え、毎日たとえ短い時間でも本を読むことを

すすめ、本を読むのを聞いてあげる。 

③保護者みずからが読書する姿を、子どもたちの眼にふれさせる。  

が重要になるそうです。 

家庭における読書環境の整備は、家族の中に本を中心とした話題が生まれ、親子の対話に発

展します。ぜひ、子どもの豊かな成長のために、読書環境を整えてみてはいかがでしょうか？ 

４月は「こどもの読書月間」 

☆４月 2 日 国際子どもの本の日  

子どもと子どもの本に関わるすべての人をつなぐ国際的なネットワーク、IBBY（国際児童図書

評議会）が 1967 年に制定。この日はアンデルセンの誕生日です。 加盟各国が順番にポスター

とメッセージを制作し、世界中に子どもの本の充実と普及を呼びかけています。  

☆４月２３日 子ども読書の日 

  21 世紀を真に子どもの世紀とするための画期的な道しるべ「子どもの読書活動推進法」によ

り、2001 年 12 月に「こどもの読書週間」の始まりの日を「子ども読書の日」として制定され

ました。 

 


